
大館市 都市計画課

第１２回 大館市バリアフリーまちづくり
推進協議会 説明資料

資料１



構成

協議検討事項

（１）特定事業計画の進捗状況について ・・・（資料１、資料２）

（２）バリアフリーに関する取り組みについて ・・・（資料１）

１．バリアフリーに関する主な取り組みについて（福祉課）

２．大館市まちなか店舗等バリアフリー改修促進事業について（都市計画課）

（３）大館駅前地区都市再生整備計画の事後評価について
・・・（資料３、参考資料１～３）

（４）国土交通省より情報提供
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特定事業計画について 2

■公共交通特定事業

施策 対象 事業者
目標時期

継続実施
短期 中期 長期

駅舎のバリアフリー整備 JR大館駅 東日本旅客鉄道（株） ○

■道路特定事業

施策 対象 事業者
目標時期

継続実施
短期 中期 長期

歩行空間の改善
大館駅東大館線

大館市土木課
協議
検討【御成1丁目～清水1丁目】

歩行空間の改善
大館駅東大館線

大館市土木課 協議検討
【中道1丁目～豊町】

施策 対象 事業者
目標時期

継続実施
短期 中期 長期

道路環境の改善 市内 公安委員会（大館警察署） ○

■交通安全特定事業

施策 対象 事業者
目標時期

継続実施
短期 中期 長期

駅員・乗務員のバリアフリー教育の推進 社員 東日本旅客鉄道（株） ○

バリアフリー教室の開催 市内小学校 大館市学校教育課 ○

障害者差別解消のための普及啓発活動の実施 市内 大館市福祉課 ○

朗読ボランティア・手話点訳者等の普及啓発 市内 大館市福祉課 ○

障害者スポーツを通じた障害者への理解増進と
障害者の社会参加の促進

市内 大館市スポーツ振興課 ○

■教育啓発特定事業



特定事業計画の進捗状況について 3

特定事業計画の進捗状況について（資料２参照）

＜事業種別の進捗状況＞

・特定事業計画（ハード事業）14事業のうち、完了した事業は11件の79％。
公共交通特定事業計画はすべての事業（11件）が完了。

・事業を着手し実施中の事業は3件、未着手の事業は0件。
道路特定事業計画の3事業が着手。

・特定事業計画（ソフト事業）は、すべての事業が継続的に実施している。

令和7年2月14日時点

完了 実施中 未着手

11 0 0

(7) (4) (0)

0 3 0

(0) (1) (2)

11 3 0

(7) (5) (2)

79%
(50%)

※カッコ内は令和5年度末時点

進捗率

道路 3

合計

件数 14

特定事業計画

（ハード事業）
事業数

公共交通 11

令和7年2月14日時点

継続実施中

1

(1)

6

(6)

7

(7)

100%
(100%)

※カッコ内は令和5年度末時点

実施率

教育啓発 6

合計

件数 7

特定事業計画

（ソフト事業）
事業数

交通安全 1

特定事業計画（ハード事業） 特定事業計画（ソフト事業）



大館駅バリアフリーに関する取り組みについて JR秋田支社

【全体平面図】

写真②：２・３番線ホーム

写真①

写真②

２階通路

１階ホーム

１階ホーム

【横断図】

乗換跨線橋

旅客上家（奥羽下り・花輪線）

旅客上家（奥羽上り）
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凡例 :エレベーター ：移動円滑化経路

1番線ホーム
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ホーム

【完成写真】

写真①：１番線ホーム

乗換跨線橋

大館エレベーターについて



令和６年１１月７日 秋田魁新報に記事掲載

令和６年９月
福祉課窓口での
運用開始

1.バリアフリーに関する主な取り組み（福祉課）
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7

7

聴覚障害者が来庁した際の窓口対応として、筆談のほか次の２点を実施。

１.手話通訳が必要な方へビデオ通話による遠隔手話通訳を提供

２.難聴者、中途失聴者など発話が可能な方に対し、音声文字自動翻訳による意思疎通支援

聴覚障害者、難聴者等の意思疎通支援について

二次元コードは市役所各
窓口、比内・田代総合支
所・公民館・郷土博物館・
秋田犬の里・総合病院・扇
田病院など５０カ所に設置
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8
8

軟骨伝導は、「気導（従来の聞こえ）」とも「骨伝導」とも異なる「第３の聴覚経路」と呼ばれて
おり、耳の周囲の軟骨に振動を与えて音を伝える新しい仕組みです。

１.音漏れがしにくく、大声での会話も必要なくなり、プライバシーが保てるのが特徴

２.補聴器と比べ、イヤホン部分が球状で穴や凸凹がないため清潔に使用

加齢などにより耳が聞こえにくいかたや「聞こえ」に不安
を感じているかたが、安心して来庁できる環境の整備
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令和６年度
大館市まちなか店舗等

バリアフリー改修促進事業

大館市建設部都市計画課
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補助事業の概要１ ～補助額・補助対象工事～
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補助事業の概要２

不特定多数のかた、高齢者・障害者等が主に利用する施設

・病院、診療所
・高齢者、障害者の福祉施設（グループホームなどの「居住系」は対象外）

・物品販売業を営む店舗

・ホテル、旅館

・公衆浴場

・飲食店

・サービス業を営む店舗（理美容店、クリーニング店、銀行、etc…）

対

象

施

設

受付開始：

令和６年４月１日（月）から
実績報告は

令和７年３月２０日（木）まで

期

間

★施設を運営されている方または所
有されている方。
★市内に居住していない・本社が市

外にあるなどの場合も補助対象。

対
象
者

令和６年度の補助金予算：１５０万円
（通常のバリアフリー改修３件を見込む）

～期間・対象者・対象施設～
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補助対象エリアは、市で定めた 移動等円滑化促進地区（ ）

早口駅早口駅

早口地区

早口駅

早口地区

東大館駅東大館駅

桂城小桂城小

秋田職業
能力開発
短期大学

秋田職業
能力開発
短期大学

大館鳳鳴
高等学校
大館鳳鳴
高等学校

市役所本庁舎市役所本庁舎

大館市役所
周辺地区

東大館駅

桂城小

秋田職業
能力開発
短期大学

大館鳳鳴
高等学校

市役所本庁舎

大館市役所
周辺地区

扇田病院扇田病院

比内総合支所比内総合支所

扇田駅扇田駅

扇田地区

扇田病院

比内総合支所

扇田駅

扇田地区

大館駅大館駅

東中東中

秋田看護福祉大学秋田看護福祉大学

大館駅
周辺地区

大館駅

東中

秋田看護福祉大学

大館駅
周辺地区

補助事業の概要３ ～対象エリア～
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昨年度の実績
物件：【牛角大館店 飲食業】

エントランスポーチ床面の

石畳仕上げ（段差）を解消

出入口の段差を解消 廊下床面の

石畳仕上げ（段差）を解消

Be
fo
re

Af
te
r

12



○大館市広報４月号・９月号へ掲載

○大館市ホームページに

掲載中

○リーフレット・ポスター

の作製と配布（６月）

★本庁舎・総合支所・関係課

★大館商工会議所

★大館北秋商工会

★大館市建設業協会

★大館・北秋田建築士会

★秋田県宅地建物取引業協会

★NPO法人あき活Lab

○はちくんオープン・障害者週間

（福祉課）のイベントに展示

（11/23～12/20）

パンフレット（A4判両面）

今年度の事業周知状況
●広報活動 ●メディアへの掲載

令和6年4月20日掲載令和6年4月8日掲載

令和6年11月28日掲載

令和7年1月21日掲載

（北鹿新聞）
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そ
の
他

不
明
・
未
定

相談物件の主要用途（Ｒ５・Ｒ６）

Ｒ５
Ｒ６

（件）

補助対象, 6件補助対象外, 3件

不明, 1件

相談物件のエリア

事業に対する問い合わせ 今年度の物件数：10件
R7.2.4時点

（用途上の補助対象内外は考慮せず集計）

比内町字達子／下川沿
地区／水門町

大館市役所周辺地区：3件
大館駅周辺地区：3件

8

6

2 2
1 1

3
2 2

1 1 1

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

問い合わせの内容（重複計上あり）

Ｒ５

Ｒ６

（件）

補助金交付
決定物件

（計15件）
（計10件）
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まとめ

★補助対象とならなかった事例（昨年度と同様、問い合わせの半分が補助対象外）

○補助対象エリア外だった（３件）。 ○補助対象施設に該当しない（２件）。

○既存建物の構造の制約により、補助対象の条件を満たす水準の改修が出来ない（敷地から

屋内までの高低差が大きく、基準を満たすスロープが確保できない）（１件）。

○施工者が市内業者に該当しない（１件）。

★昨年度よりも問い合わせ件数が減少(15件→10件）。

昨年度から引き続き事前協議を続けている案件もあり。

★申請件数は昨年度と同じ１件だったが、工事の規模は昨年度よりも大きい（工事の規模：36

万→134万）。今年度申請された施設については、来年度もこの補助を利用し、バリアフ

リー化を充実させる工事を計画中。

補助事業となる工事をわかりやすく伝えるため、実際に補助が利用された改修内容を事例とし

てＨＰに載せるなどしていきたい。

来年度は事業開始から３年目。これまでの相談者や各方面からの意見を踏まえ、必要に

応じて補助対象エリアや補助額の見直しなども視野に入れつつ進めていきたい。
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特定事業計画について 2

令和３年度策定 バリアフリー基本構想について

大 館 市 全 域
大館市バリアフリーマスタープラン

移動等円滑化促進地区

先導的共生社会ホストタウンと
して将来的な共生社会を実現
する観点からも整備すべき
施設を抽出し整備を推進

共生社会参加
モデル施設

モデル
事業

その他
事業

総合的な都市機能の増進を図る上で
バリアフリー事業の重点的・一体的な
実施が特に必要な地区、施設・経路を
抽出し計画的に整備を推進

重点生活関連施設

重点生活関連経路

事業の
実現性

＊大館駅周辺、市役所周辺
の一部

重点整備地区

特定事業
（公共交通等）

モデル
事業

ハード事業

先導的共生社会ホストタウンと
して障害者・高齢者等への理解
増進のための心のバリアフリー
およびその他社会的なバリアに
対するソフト事業を推進

その他
事業

特定事業
（教育啓発）

ソフト事業



特定事業計画について 3

重点整備地区及び移動等円滑化促進地区、共生社会参加モデル施設について



3バリアフリ－に関する取り組みについて 11


